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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年3月29日(2018.3.29)

【公表番号】特表2017-523954(P2017-523954A)
【公表日】平成29年8月24日(2017.8.24)
【年通号数】公開・登録公報2017-032
【出願番号】特願2016-573570(P2016-573570)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  17/25     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  21/18     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  27/128    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  27/32     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  38/42     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ   17/25     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   21/18     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   27/128    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   27/32     　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   38/42     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   37/24     　　　　
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年2月13日(2018.2.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ヒドロ）（クロロ）フルオロアルケンの調製のための方法であって、反応器の中でヒ
ドロクロロフルオロアルカンを含む試薬流を触媒と接触させて、前記ヒドロクロロフルオ
ロアルカンの少なくとも一部を脱塩化水素化して、前記（ヒドロ）（クロロ）フルオロア
ルケン及び塩化水素（ＨＣｌ）を含む生成物流を生成することを含み、前記触媒が、ゼロ
価金属触媒から選択され、前記接触ステップが、ガス相でＨＣｌ共供給物の存在下で行わ
れ、
　前記触媒が、それを前記ヒドロクロロフルオロアルカンを含む前記試薬流と接触させる
前に塩素化され、かつ、
　前記ゼロ価金属触媒がニッケルを含む、方法。
【請求項２】
　前記触媒が、塩化水素（ＨＣｌ）、塩素（Ｃｌ２）、またはそれらの混合物を含む塩素
化剤で塩素化される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記塩素化が、２００℃～６００℃の温度で、前記触媒を塩素化剤と接触させることを
含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
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　前記触媒が、１時間～４８時間の間、０．１分－１～３分－１の空間速度を有する前記
塩素化剤の流体流により接触される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　塩素化剤が、不活性ガスの存在により希釈される、請求項２～４のいずれかに記載の方
法。
【請求項６】
　前記不活性ガスが、窒素である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記塩素化ステップが、触媒乾燥ステップと単一手順に組み合わせられる、請求項１～
６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記反応器に供給されるＨＣｌの量が、ヒドロクロロフルオロアルカンと前記反応器に
供給されるＨＣｌとを組み合わせた量に基づいて、最大５０ｍｏｌ％である、請求項１～
７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記反応器に供給されるＨＣｌの量が、ヒドロクロロフルオロアルカンと前記反応器に
供給されるＨＣｌとを組み合わせた量に基づいて、少なくとも１ｍｏｌ％である、請求項
１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記生成物流中の前記ＨＣｌの少なくとも一部が、前記反応器に再循環されて、前記Ｈ
Ｃｌ共供給物の少なくとも一部を構成する、請求項１～９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＨＣｌ共供給物の少なくとも一部が、前記ヒドロクロロフルオロアルカンを製造す
る、前の方法ステップに由来する、請求項１～１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　前記（ヒドロ）（クロロ）フルオロアルケンが、Ｃ３～７（ヒドロ）（クロロ）フルオ
ロアルケンであり、前記ヒドロクロロフルオロアルカンが、Ｃ３～７ヒドロクロロフルオ
ロアルカンである、請求項１～１１のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　前記Ｃ３～７（ヒドロ）（クロロ）フルオロアルケンが、（ヒドロ）（クロロ）フルオ
ロプロペンであり、前記Ｃ３～７ヒドロクロロフルオロアルカンが、ヒドロクロロフルオ
ロプロパンである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記（ヒドロ）（クロロ）フルオロプロペンが、１－クロロ－３，３，３－トリフルオ
ロプロペン（ＣＦ３ＣＨ＝ＣＨＣｌ、ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）及び２－クロロ－３，３
，３－トリフルオロプロペン（ＣＦ３ＣＨＣｌ＝ＣＨ２、ＨＣＦＯ－１２３３ｘｆ）から
選択されるヒドロクロロフルオロプロペンである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ヒドロクロロフルオロプロパンが、１，１－ジクロロ－３，３，３－トリフルオロ
プロパン（ＣＦ３ＣＨ２ＣＨＣｌ２、ＨＣＦＣ－２４３ｆａ）である、ＨＣＦＯ－１２３
３ｚｄを調製するための、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ヒドロクロロフルオロプロパンが、１，２－ジクロロ－３，３，３－トリフルオロ
プロパン（ＣＦ３ＣＨＣｌＣＨ２Ｃｌ、ＨＣＦＣ－２４３ｄｂ）である、ＨＣＦＯ－１２
３３ｘｆを調製するための、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記（ヒドロ）（クロロ）フルオロプロペンが、１，３，３，３－テトラフルオロプロ
ペン（ＣＦ３ＣＨ＝ＣＨＦ、ＨＦＯ－１２３４ｚｅ）及び２，３，３，３－テトラフルオ
ロプロペン（ＣＦ３ＣＦ＝ＣＨ２、ＨＦＯ－１２３４ｙｆ）から選択されるヒドロフルオ
ロプロペンである、請求項１３に記載の方法。
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【請求項１８】
　前記ヒドロクロロフルオロプロパンが、２－クロロ－１，１，１，２－テトラフルオロ
プロパン（ＨＣＦＣ－２４４ｂｂ）である、ＨＦＯ－１２３４ｙｆを調製するための、請
求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ヒドロクロロフルオロプロパンが、３－クロロ－１，１，１，３－テトラフルオロ
プロパン（ＨＣＦＣ－２４４ｆａ）である、ＨＦＯ－１２３４ｚｅを調製するための、請
求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記脱塩化水素化が、１０～４０００ｋＰａ（０．１～４０ｂａｒａ）の圧力で行われ
る、請求項１～１９のいずれかに記載の方法。
【請求項２１】
　前記脱塩化水素化が、１００～５００ｋＰａ（１～５ｂａｒａ）の圧力で行われる、請
求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記脱塩化水素化が、１００℃～６００℃の温度で行われる、請求項１～２１のいずれ
かに記載の方法。
【請求項２３】
　前記脱塩化水素化が、１８０℃～４２０℃の温度で行われる、請求項２２に記載の方法
。
【請求項２４】
　前記触媒と接触するヒドロクロロフルオロアルカンを含む前記試薬流が、０．１分－１

～１０分－１の空間速度を有する、請求項１～２３のいずれかに記載の方法。
【請求項２５】
　前記方法が、連続的であり、前記触媒が、再生酸化、再生オキシフッ素化、再生還元、
または再生塩素化のうちの１つ以上により周期的に再生される、請求項１～２４のいずれ
かに記載の方法。
【請求項２６】
　前記触媒が、（ｉ）再生酸化または（ｉｉ）再生オキシフッ素化、及びその後の（ｉｉ
ｉ）再生塩素化により再生される、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記触媒が、再生オキシ塩素化により再生される、請求項２５に記載の方法。
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